
生体システム特論 Nr. 12 
小堀 聡 

「聴覚系１」 

 

１．音と聴覚 

 

音の定義 

音波またはそれによって起こされる聴覚的感覚 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物理的性質（p.135） 

音の強さ 

α＝10log10(I/I0) 強さのレベル 

＝20log10(p/p0) 音圧レベル（ＳＰＬ） 単位はデシベル（dB） 

基準の強さ：I0 ＝10-12W/m2，基準の音圧：p0＝20μPa 

（1000Hz 正弦波の最小可聴値にほぼ対応） 

 

周波数 

周期的現象が毎秒繰り返される回数 

純音：正弦波 

複合音：基本波とそのｎ倍の高調波（組み合わせがスペクトル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



耳の構造（p.131：図 12.2） 

 

聴覚の基本的特性 

可聴周波数範囲：20～20,000Hz 

音圧レベルの範囲：０～120dB（20μPa～20Pa） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

弁別閾 

ちょうど弁別可能となるために必要な刺激の増分 

 

強さの弁別閾 

20dB～30dB以上で 0.5dB～1dB 

周波数の弁別閾 

1000Hz 純音で２Hz 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．音の心理的３要素 

 

大きさ（波形の振幅），高さ（波形の周期），音色（波形） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

音の大きさ 

音の強さに関する聴覚上の属性，単位ソーン 

 

音の大きさのレベル 

1000Hz の音を基準音として，他の周波数の音が基準音と同じ大きさに感じられる音圧レベル 

単位ホン 

→音の大きさの等感曲線 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

音の高さ 

 

１次元的性質 

「低い」から「高い」まで１次元的に変化する性質 

音の高さの単位：メル （1000Hzの倍に感じるのは，3000Hz 付近） 

循環的性質 

１オクターブごとに類似した音が循環的に現れる性質 

４～５kHz まで 

無限音階 

１次元的性質はなく，循環的性質だけを感じさせる 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



音色 

「明るさ」，「きれいさ」，「豊かさ」など，多次元的であり，１つの尺度では表現できない 

物理的には，周波数スペクトルや様々な時間的特性が影響する 
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